
　
生
物
学
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
は「
多
様
性
と
共
通
性
」や「
構

造
と
機
能
」
だ
と
語
る
熊
坂
先
生
。
生
徒
が
生
物
の
中
核
的
な
概
念

を
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
何
よ
り
も
重
視
し
て
い
る
の
が
実
験
だ
。

　
実
験
は
実
験
者
の
手
技
や
環
境
要
因
に
よ
っ
て
結
果
に
ば
ら
つ
き

が
生
じ
る
た
め
、
予
想
通
り
の
結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

そ
の
失
敗
こ
そ
が
重
要
で
、
生
徒
は
悔
し
さ
か
ら
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
要
因
を
主
体
的
に
追
究
す
る
。
そ
の
過
程
で
新
た
な
知
識
を

獲
得
し
、
思
考
を
深
め
、
そ
れ
が
中
核
的
な
概
念
の
理
解
に
つ
な
が

る
と
、
熊
坂
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、遺
伝
子
の
単
元
で
は
、同
単
元
の
中
核
的

な
概
念
を「
遺
伝
情

報
の
普
遍
性
と
、
そ

の
操
作
に
よ
る
形

質
の
制
御
」
と
捉

え
、
２
学
年
に
わ
た

る
遺
伝
子
組
換
え

実
験
を
実
施
。２
年

次（
２
０
２
４
年
度
）

は
大
腸
菌
を
用
い

た
形
質
転
換
と
目

的
タ
ン
パ
ク
質
の

発
現
・
精
製
に
、
３

年
次
（
25
年
度
）
は
制
限
酵
素
断
片
長
多
型
（
Ｒ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
）
に
よ
る

遺
伝
子
解
析
に
取
り
組
む
実
験
を
行
っ
た
（
写
真
）。
そ
れ
ら
の
実

験
は
高
校
で
は
用
意
し
に
く
い
機
器
や
試
薬
を
要
す
る
が
、
東
京
大

学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
が
無
償
提
供
す
る
「
Ａ
Ｂ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
＊
）」
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
実
験
で
は
、
結
果
が
予
想
通
り
だ
っ
た
生
徒
も
い
れ
ば
、
予
想
と

異
な
る
結
果
や
失
敗
に
終
わ
っ
た
生
徒
も
い
た
。
生
徒
は
そ
の
結
果

の
要
因
を
追
究
す
る
過
程
で
、
遺
伝
子
の
構
造
や
機
能
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
２
年
間
に
わ
た
る
継
続
的
な
実
験
と
す
る

こ
と
で
、
生
徒
は
３
年
次
の
実
験
で
２
年
次
の
経
験
を
生
か
し
、
論

理
的
に
考
察
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
２
年
次
の
経
験
が
身
体
化
さ

れ
、
遺
伝
子
の
概
念
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
２
つ
の
実
験
の
詳
細
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
授
業
進
度
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
中
で
も
、
学
習
内
容

を
精
選
し
て
実
験
の
時
間
を
優
先
的
に
確
保
す
る
な
ど
、
熊
坂
先
生

が
実
験
を
重
視
す
る
背
景
に
あ
る
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真　２年次の実験での電気泳動の様子。この段
階で獲得した操作技能や概念理解が、３年次の実
験での制限酵素断片長多型（RFLP）による遺伝子
解析における論理的な予測・考察の土台となった。

＊　アメリカの Education Development Center の指導と技術支援を受けて、アメリカのアムジェン財団が資金を提供する国際的なプログラム。日本では東京大学と連携し、
全国の中学・高校に無償でプログラムを提供している。詳細は右記のウェブサイトを参照。https://amgenbiotechexperience.net/jp/ja

リ
ア
ル
な
経
験
こ
そ
が

主
体
的
な
思
考
を
生
み
、生
物
の
共
通
性
や

構
造
の
理
解
に
つ
な
が
る

山
形
県
立
長
井
高
校 

熊
坂 

克ま
さ
る

生物

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

経
験
が
身
体
化
さ
れ
、科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
獲
得
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地
理
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
を
「
位
置
や
分
布
」「
場
所
」「
人

間
と
自
然
環
境
と
の
相
互
依
存
関
係
」「
空
間
的
相
互
依
存
作
用
」「
地

域
」の
５
つ
の
視
点
と
考
え
る
上
田
先
生
。「
地
理
探
究
」の
授
業
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
授
業
時
間
外
に
講
義
動
画

や
資
料
集
等
を
使
っ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
小
単
元
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
個
別
最
適
な
学
び
と
、
授
業
時
間
内
に
集
団
を
生
か
し
て
学

び
の
質
を
高
め
る
協
働
的
な
学
び
を
両
立
さ
せ
て
い
る
（
図
）。

　
上
田
先
生
が
個
別
の
知
識
の
概
念
化
を
図
る
上
で
重
視
し
て
い
る

の
が
、
授
業
時
間
内
の
協
働
的
な
学
び
だ
。
生
徒
は
自
分
が
理
解
し

た
こ
と
を
他
者
、
そ
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
説
明
す
る
際
に
、
ば
ら
ば
ら

の
知
識
を
関
連
づ
け
て
整
理
し
直
す
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
。
例

え
ば
、
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
た
知
識
を
音
声
で
入
力
し
、
生
成
Ａ
Ｉ

に
正
誤
判
断
さ
せ
る
が
、
生
徒
は
他
者
（
生
成
Ａ
Ｉ
）
に
伝
わ
る
よ

う
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
説
明
す
る
中
で
、
個
別
の
知
識
を
整

理
し
、
構
造
化
す
る
た
め
に
思
考
を
巡
ら
せ
る
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
は
、
生
徒
が
音
声
入
力
し
た
内
容
を
基
に
、
答
え
が

定
ま
る
問
い
を
１
～
２
個
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
オ
ー
プ
ン
エ
ン

ド
な
問
い
を
１
個
、
生
徒
に
提
示
す
る
よ
う
、
指
示
し
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
授
業
の
詳
し
い
流
れ
と
と
も
に
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
問
い
を
つ
く
ら
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ン
プ
ト
の
詳
細
や
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
上
で
上
田
先
生
が
工
夫
し
て
い
る
点
・
留
意
し
て
い

る
点
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を

通
じ
て
理
解
す
る

「
中
核
的
な
概
念
」

解説

動画や資料集等で学んだ内容
を３〜４人のグループ内で共有
し、その小単元で重要だと思わ
れる知識について確認する。

Googleドキュメントの機能を
活用して、グループ内で共有し
た内容をまとめ、音声データと
して保存する。

音声データを分析した生成AI
が提示した、修正すべき箇所や
論点、問いについてグループ内
で共有し、話し合う。

グループ内で話し合った内容に
ついて、図説資料などを用いて、
10分以内で分かりやすく上田
先生に説明する。

授業時間内の対話的・協働的な学び図

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
個
別
最
適
な
学
び
と

協
働
的
な
学
び
を
通
じ
て
、

個
別
の
知
識
の
概
念
化
を
図
る

宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校 

上
田
聖
矢

地理

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

理
解
し
た
こ
と
を
他
者
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
何
度
も
説
明
す
る

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号
の
特
集
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会

で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
論
点
の
１
つ
が
、「
各
教
科
等
の
中
核

的
な
概
念
等
を
中
心
と
し
た
、
目
標
・
内
容
の
一
層
分
か

り
や
す
い
構
造
化
」
で
あ
る
。
本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号

の
特
集
で
は
、
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
石
井

英て
る
ま
さ真

准
教
授
は
、「
中
核
的
な
概
念
」
を
「
単
元
な
ど
の
、

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を
通
じ
て
理
解
し
て
ほ
し
い
主

要
な
概
念
等
」
と
し
、「
中
核
的
な
概
念
」
の
下
で
個
別
の

知
識
が
統
合
、
結
集
さ
れ
る
こ
と
で
、
広
範
囲
の
出
来
事
・

現
象
の
理
解
や
予
測
に
役
立
つ
よ
う
な
一
般
化
・
転
移
が

可
能
で
、
永
続
性
の
あ
る
学
力
が
育
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

　
生
徒
に
概
念
と
し
て
の
知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解

を
促
す
た
め
に
は
、
一
問
一
答
の
よ
う
な
学
び
で
は
な
く
、

答
え
ま
で
の
距
離
が
長
く
、
思
考
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

問
い
を
授
業
で
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
そ

こ
に
他
者
と
の
協
働
が
あ
る
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
く

な
り
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
汎
用
的

な
資
質
・
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
個
別
の
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
概
念
と
し
て
の

知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解
を
通
じ
て
「
生
き
て
働
く

学
力
」
を
育
む
授
業
づ
く
り
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

う
え
だ
・
せ
い
や

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

指
導
教
諭
。
地
理
歴
史
科
（
地
理
）。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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旭
川
明
成
高
校
は
２
０
２
２
年
度
、
探

究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
生
徒
個
々

の
関
心
を
基
に
設
定
し
た
課
題
に
取
り
組

む
も
の
に
改
訂
し
た
。そ
の
際
、生
徒
の

主
体
性
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、教
師
も

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
探
究
学
習
の
支
援

や
指
導
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の

構
築
に
努
め
た
。
具
体
的
に
は
、
教
師
の

負
担
感
の
軽
減
と
併
せ
て
、
教
師
が
探
究

学
習
の
支
援
や
指
導
の
知
見
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
１
年
次
は
大
学
の
支
援
に
よ
り
、

課
題
発
見
や
情
報
収
集
と
い
っ
た
探
究
学

習
の
サ
イ
ク
ル
を
生
徒
が
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を「
ミ
ラ
ソ

ウ（
未
来
創
造
の
時
間
）」と
名
づ
け
、地

域
の
課
題
を
起
点
に
し
た
探
究
学
習
を
展

開
し
て
い
る
宮
崎
県
立
小
林
高
校
。生
徒

が
自
分
の
関
心
と
地
域
の
課
題
と
の
接
点

を
見
い
だ
せ
る
活
動
を
し
て
い
る
。

ム
を
、
２
年
次
は
企
業
の
支
援
に
よ
り
、

生
徒
が
自
己
理
解
や
将
来
に
つ
い
て
考
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　
３
年
次
に
実
施
す
る
ゼ
ミ
は
、
担
当
と

な
る
学
年
団
の
教
師
が
自
身
の
専
門
や
関

心
を
基
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
生
徒
は
そ

の
中
か
ら
取
り
組
み
た
い
ゼ
ミ
を
選
ぶ
形

に
し
た
。
教
師
自
身
の
得
意
分
野
で
あ
れ

ば
、
よ
り
意
欲
的
、
か
つ
的
確
に
支
援
や

指
導
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
課
外
活
動
「
未
来
タ
イ
ム
」
で
は
、
生

徒
が
設
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か

に
、
教
師
が
設
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

実
施
。
教
師
は
自
身
の
関
心
を
基
に
生
徒

と
探
究
を
深
め
る
こ
と
で
、
探
究
学
習
の

意
義
を
実
感
し
て
い
る
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、「
未
来
タ
イ
ム
」

の
詳
細
や
、探
究
学
習
の
支
援
と
指
導
を

テ
ー
マ
に
他
校
と
合
同
で
行
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
１
年
次
は
、
小
林
市
役
所
の
職
員
か

ら
市
の
現
状
を
学
ぶ
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役

所
」
や
、
地
域
の
史
跡
や
施
設
な
ど
を
訪

れ
る
「
地
域
巡
検
」
を
実
施
。
生
徒
は
そ

れ
ら
を
通
じ
て
見
い
だ
し
た
小
林
市
の
課

題
を
９
つ
の
分
野
に
分
類
し
、
そ
の
中
か

ら
自
分
が
２
年
次
の
課
題
探
究
で
取
り
組

み
た
い
分
野
を
選
び
、
そ
の
課
題
を
４
象

限
で
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、「
解
決
し
た
い

気
持
ち
　

大
」
か
つ
「
解
決
の
た
め
の
取

り
組
み
の
想
像
が
つ
く
」
の
象
限
に
置
い

た
課
題
を
基
に
問
い
を
立
て
る
。
そ
し
て
、

課
題
に
対
す
る
思
い
が
近
い
生
徒
同
士
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
改
め
て
問
い
を
設
定

し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
む
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
自
分
の
関
心
が

地
域
の
ど
の
よ
う
な
課
題
と
結
び
つ
く
の

か
を
生
徒
に
言
語
化
さ
せ
る
方
法
や
、
課

題
探
究
の
問
い
を
設
定
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
例
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

生
徒
だ
け
で
な
く
、教
師
も

自
身
の
専
門
や
関
心
を

基
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

学
校
全
体
で
探
究
学
習
を
実
践

北
海
道・
私
立
旭
川
明
成
高
校

生
徒
が
自
分
の
関
心
と
地
域
の

課
題
と
の
接
点
を
見
い
だ
し
て

問
い
を
立
て
る
活
動
を
、

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
実
施

宮
崎
県
立
小
林
高
校

Tur ning Point

Tur ning Point

外部支援の活用と
教師の専門や関心に
基づくテーマの設定

地域の課題と
生徒の関心をつなぐ
機会の創出

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
指
導
部
部
長

佐
藤
卓
也  

さ
と
う
・
た
く
や

指
導
教
諭

肥
田
木
洋
之 

ひ
だ
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

探
究
創
造
部
部
長

片
岡
昭
彦 

か
た
お
か
・
あ
き
ひ
こ

進
路
指
導
部
ミ
ラ
ソ
ウ
主
任

萩
原
圭
一 

は
ぎ
わ
ら
・
け
い
い
ち

探
究
科
学
コ
ー
ス
主
任
、

み
ら
い
会
議
座
長

塚
田
一
久 

つ
か
だ
・
か
ず
ひ
さ

校
長黒木

　篤 

く
ろ
ぎ
・
あ
つ
し
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福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高

校
は
、
２
０
１
５
年
度
の
開
校
時
か
ら
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」を「
未
来
創
造
探
究
」

と
名
づ
け
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
を
目
指
す
探
究
学
習

を
展
開
し
て
い
る
。
同
校
が
教
育
活
動
全
般

で
育
成
を
目
指
し
て
い
る
の
は
11
の
資
質
・

能
力
で
あ
り
、そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
１
）

は
「
未
来
創
造
探
究
」
に
お
い
て
も
学
習
評

価
の
軸
に
据
え
て
い
る
。

　「
未
来
創
造
探
究
」
で
は
、
生
徒
は
２
年

次
か
ら
自
分
の
関
心
に
応
じ
て
「
原
子
力
災

害
・
伝
承
」「
共
生
社
会
」な
ど
の
６
つ
の
ゼ

ミ
に
分
か
れ
、
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
で
活
動

す
る
。
１
ゼ
ミ
あ
た
り
３
〜
４
人
の
教
師
が

配
置
さ
れ
、
所
属
す
る
生
徒
20
〜
30
人
を
担

当
。
担
当
教
師
が
原
則
週
１
回
集
ま
る
「
ゼ

ミ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
つ
い
て
、
教
師
が
見
取
っ
た
こ
と
を
出

し
合
い
、今
後
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
の
際
に
活
用
す
る
の
が
マ
ト
リ
ク
ス
表

（
図
２
）
だ
。「
活
動
へ
の
意
欲
」
と
「
活
動

の
進
捗
」の
２
軸
で
生
徒
の
現
状
を
可
視
化
。

例
え
ば
、
意
欲
・
進
捗
と
も
に
課
題
が
あ
る

生
徒
に
は
、「
個
別
に
面
談
を
し
て
テ
ー
マ

設
定
を
支
援
す
る
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
支

援
策
を
立
て
る
。
そ
の
過
程
は
形
成
的
評
価

と
し
て
も
機
能
し
、
蓄
積
さ
れ
た
形
成
的
評

価
の
情
報
は
学
期
末
と
学
年
末
の
総
括
的
評

価
に
活
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
評
価
の
記
述
に

お
い
て
は
、
到
達
度
（
調
べ
学
習
の
域
か
、

行
動
に
至
っ
て
い
る
か
な
ど
）
に
応
じ
た
文

言
の
ひ
な
型
を
作
成
し
て
お
き
、
そ
れ
を
参

考
に
記
述
す
る
こ
と
で
、
教
師
に
よ
る
評
価

の
文
言
の
ば
ら
つ
き
を
抑
え
て
い
る
。

　
田
村
学
主
任
視
学
官
が
挙
げ
た
同
校
の

実
践
の
ポ
イ
ン
ト
や
同
校
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
内
容
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
全

編
で
紹
介
し
て
い
る
。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

▶2024 年度１月号
「事例で深める！　学習評価」
北海道当別高校

▶『VIEWnext』教育委員会版　2021年度Vol.1
特集「多面的な視点で考える　持続可能な学校」
事例２　福島県立ふたば未来学園中学校・高校

学力概念 資質・能力・態度 レベル1 レベル 5

知識
Knowledge 
“What we 

know”

社会的課題に関する知識と理解
一般常識や基礎学力とともに、世界・
社会の状況の変化や課題を理解する
ための知識を身につける。

地域や社会の
成り立ちに関
する基礎的な
知識を得る。

社会の課題について、目の
前の課題と関係する知識を
俯瞰してつなげ、他者に説明
できるレベルまで理解する。

技能（スキル・
コンピテンシー） 
Skills “How 
we use what 

we know” 

思考力
物事を論理的に考え、批判的思考で
掘り下げ、スケールの大きな考え方
ができるようになる。

与えられた情
報を整理でき
る。

未知のことについても粘り
強く考え、自分の考えや常
識にとらわれず、本質的・
根源的な問いを立て、多面
的に考えることができる。

「学力概念」は上記のほかに、「人格」「自らを振り返り変えていく力（メタ認知）」を設定。「資質・能力・
態度」は上記のほかに、「前向き・チャレンジ」「自分を変える力」などを含め、全11項目がある。

教師が毎回の授業で見
取った生徒の様子を出
し合い、「活動への意欲」
と「活動の進捗」の２軸
で評価して、マトリクス
表に各生徒を配置。生徒
の現状を可視化して共有
することで、今後の支援
策を具体的に検討しやす
くしている。

※図１・２ともに学校資料
を基に編集部で作成。

林　裕文（企画研究開発部主任。地理歴
史・公民科［世界史］）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活動への意欲　高

活動への意欲　低

活動の進捗　遅 活動の進捗　進

生徒 B

生徒 A

生徒 E

生徒 F

生徒 G

生徒
C・D

生徒 H・Ｉ

生徒Ｊ・Ｋ・Ｌ

生徒 O

生徒 Q

生徒Ｍ・Ｎ

生徒 P 個別面談でテーマ設定

状況整理や目標確認

アクション計画をサポート

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

関連記事はこちら！

文部科学省　初等中等教育局　
主任視学官

田村 学 たむら・まなぶ

生徒の現状を可視化するマトリクス表（例）図２

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ウェブ連載記事 ダイジェスト 高校版

人材育成要件・ルーブリック（抜粋）図１

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校・高
校

ゼ
ミ
担
当
教
師
全
員
で

生
徒
を
見
取
り
、形
成
的
評
価
を

総
括
的
評
価
に
つ
な
げ
る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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